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１．目 的 

和牛生産における子牛の人工ほ乳技術には、発育改善や疾病予防等、改良の余地が多い。また、近年

の畜産物の高騰により、既存の脱脂粉乳主体の代用乳（従来品）の価格が上昇しているため、新たな原

料による代用乳の開発とその給与技術の確立が求められている。我々は現在までに、ホエーを主原料と

する新たな代用乳（ホエー代用乳）を開発し、子牛への給与試験において従来品と同等の発育を得てい

るが、ホエー代用乳を給与した場合、糞便性状や血液成分の一部に変化が見られることを確認している。

そこで、本研究では実用化に向けてホエーと脱脂粉乳を混合した混合型のホエー代用乳を新たに開発し、

給与試験によって、和牛子牛の発育や糞便性状・血液成分および免疫機能に与える影響を検討した。 

 

２．方 法 

タンパク質原料の異なる３種の代用乳（脱脂粉乳主体：脱脂乳区、脱脂粉乳とホエーの混合：混合型

区、ホエーのみ：ホエー区）を和牛子牛（21頭×3区）に給与し、飼料摂取量、糞便スコア（固形：１、

軟性：２、水様性：３）を毎日記録し、体重（生後0，7，14，21，28，42，56，63日）、体高（生後7，

28，56日）を測定した。併せて、生後2，14，28，42，56日の糞便と血液を採取し、糞中水分、糞中IgA

濃度、血中IgG濃度を測定し、血液生化学検査を実施した。 

 

３．結果および考察 

 １）発育：体重の推移（図 1）、1日あたりの増体量（DG）および体高について試験区間による差は見

られず、混合型代用乳も従来の脱脂粉乳代用乳と同等の発育を得られることが示された。 

 ２）糞便：IgA 濃度はホエー区に次いで混合型区が高めに推移し、ホエーによる腸管での IgA 産生促

進の可能性が示唆された。糞便スコアの発生割合、糞中水分に差は見られなかった。また、

ホエー区に見られた独特の糞性状は、混合型区では発生頻度が低下した。 

 ３）血液成分：ホエー区の T-CHO 値が有意に低かったが、脱脂乳区と混合型区に差はなかった。 

    

上記の結果から、混合型代用乳によって従来品

と同等の発育が得られ、商品化の際に問題になる

と考えられた糞便性状も改善されることが示さ

れた。また、IgA 産生により腸管免疫を向上させ

る可能性も示唆された。加えて、原料価格は、従

来品の約 80 %に抑えることが可能であった。 

現在、この混合型代用乳の商品化に向けて、農

家での野外実証試験を実施しており、和牛子牛の

人工ほ乳における最適給与プログラムを検討中

である。 

図1　体重の推移
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